
　注　意　事　項

⑴　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

⑵ 　出題科目，ページ，および選択方法は，次表のとおりです。なお，国語の問題は，

問題冊子の裏から見るようにページ建てされています。

科　目 ページ 選 択 方 法

数学（工 ･薬） Ａ 1～Ａ 5 選択解答できる科目および選択方法は，志望学科
によって異なります。配付されている「受験生へ
の注意」に従い，間違いのないようにしてください。国　　　　語 Ｂ 1～Ｂ29

⑶ 　デザイン工学部・薬学部受験者は，数学（工・薬）または国語から選択できます。

デザイン工学部・薬学部以外の受験者は国語のみ選択可能です。

⑷ 　数学（工・薬）受験者は，はじめにＡ 1ページの「解答方法について」をよく読み

なさい。

⑸ 　試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に

気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。

⑹ 　解答用紙は，すべてマーク式解答用紙になっています。

⑺　マーク式解答用紙は，数学（工・薬）と国語共通の様式です。

⑻ 　解答用紙には，解答欄以外に次の記入欄があるので，監督者の指示に従って，そ

れぞれ正しく記入し，マークしなさい。

　　①　解答科目欄（記入欄は表と裏の 2 箇所あります。）

　　②　志望学科欄（記入欄はありません。マークのみしなさい。）

　　③　氏名欄（マーク欄はありません。記入のみしなさい。）

　　④　受験番号欄

⑼ 　解答は，解答欄にマークしなさい。

　 　例えば， 10 と表示のある問いに対して， 2 と解答する場合は，次の（例）の

ように解答番号 10 の解答欄の 2にマークしなさい。

　　（例） 解答
番号 解 答 欄

１０ 1   3 4 5 6 7 8 9 0

⑽　試験時間中に退室する場合は，監督者に手を挙げて知らせなさい。

２０２６ 年度入学試験問題（ １ －３１） １ 限
数学（工・薬）、国語
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数　　　学（ 1－31 工・薬）

（解答番号 1 ～ 76 ）
　　解答方法について

⑴　数値で答える解答は，次の例のように解答欄をマークしなさい．

　　（例）

　　　　 87 88 89  の解答が 563 のとき，

　　　　解答番号 87 の 5，88 の 6，89 の 3 をマークします．

⑵　解答が分数の場合は，既約分数で答えなさい．

⑶　解答が比の場合は，最も簡単な整数の比で答えなさい．

⑷　解答が根号を含む場合は，根号の中の数値を最小の自然数で答えなさい．

⑸ 　解答が対数を含む場合は，底および真数を最小の自然数で答えなさい．

⑹ 　第 1問は 1 ～ 23 ，第 2問は 31 ～ 57 ，第 3問は 61 ～ 76 の解答欄をマークしな

さい．
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第1問　（解答番号 1 ～ 23 ）

問 1　x＝2＋√32－√3 ，y＝
2－√3
2＋√3 のとき，

　　　⑴　x＋y＝  1 2  である．

　　　⑵　x－y＝  3  4  である．

　　　⑶　x 4－y 4 ＝  5 6 7 8 9  10  である．

問 2　関数 y＝（ 1
3 ）2 x－6（ 1

3 ）x＋8（－2≦ x≦1）について，

　　　⑴　t＝（ 1
3 ）xとおくと，tのとりうる値の範囲は，

　　　　　
11

1
 ≦ t≦  12  である．

　　　⑵　関数 yは，x＝－  13  のとき，最大値  14 15  をとり，

　　　　　x＝－  16  のとき，最小値－  17  をとる．

問 3　0≦θ＜ 2πのとき，cos2θ－√3 cosθ－2cosθ＋√3＋1＝0の方程式を

　　解くと，θ＝  18  ，
19

20

 
π，

23

21 22  
πである．
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第2問　（解答番号 31 ～ 57 ）

　　 　  ABCにおいて，AB＝2，BC＝√2，CA＝√2とする．辺 ABの中点を D1，

辺 BCの中点を E1とし，線分 D1Bの中点を D2，線分 BE1の中点を E2とする．

以下同様に，線分 Dn Bの中点を Dn＋1，線分 BEnの中点を En＋1とする．ただし，

nは自然数とする．

　

　　　⑴　∠ACB＝  31 32  °であり，  ACD1の面積は 
33

34
 である．

　　　⑵　  Dn En Dn＋1の面積を an とすると，a1＝ 
35

36
 であり，

　　　　　an＋1＝ 
37

38
 an と表されるので，

　　　　　an＝ 
39

40
 （  41

42

 ）
n

である．

　　　　　また，数列 {an}の初項から第 n項までの和を Snとすると，

　　　　　Sn＝ 
44

43

{
⎜{

⎜{

  45  －（  46

47

 ）
n

{
⎜{

⎜{ と表される．

　　　⑶　  Dn En Dn＋1の内接円を On とし，On の半径を rnとすると，

　　　　　r1 ＝ 
48 － 49

50
であり，

　　　　　rn ＝ （  51 －
53

52
 ）（  54

55

 ）
n

である．
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　　　⑷　  ABCの外接円の半径を Rとすると，R＝  56  であり，

　　　　　線分 CD1の延長上の直線と  ABCの外接円との交点を Fとすると，

　　　　　FB・FC＝  57  である．
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第3問　（解答番号 61 ～ 76 ）

　　 　座標平面において，原点を Oとし，曲線 C：y＝ x 3－6 x 2＋9 x＋1とする．Cと

y軸との交点を点 Pとし，点 Pと C上の点 Q（2，3）を通る直線を l1とする．また，

Cと l1との交点のうち，点 Pと点 Q以外の点を，点 Rとする．さらに，原点 O

と点 Rを通る直線を l2，点 Rにおける Cの接線を l3とし，l3と y軸との交点を

点Wとする．

　　　⑴　P（ 0 ， 61  ），R（  62  ， 63  ）であり，

　　　　　l1：y＝ x＋  64  ，l2：y＝ 
65

66
 x，

　　　　　l3：y＝  67 x－  68 69  である．

　　　⑵　Cと l1とで囲まれる図形の面積の総和を Sとすると，S＝  70  である．

　　　⑶ 　C，y軸，y＝5で囲まれる図形の面積を Tとすると，

　　　　　T＝ 
71

72
 である．

　　　⑷　  ORWの面積を Uとすると，U＝  73 74  であり，

　　　　　∠RWO＝θとすると，tanθ＝ 
75

76
 である．
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国
　
　
　
語
（
１

－

31
）

注
意
事
項

　

第
２
問
は
甲
と
乙
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
甲
は
文
学
部
日
本
語
日
本
文
化
学
科
以
外
の
志
望
者
用
、
乙
は
文
学
部
日
本
語
日
本
文
化
学
科
志
望
者
用

で
す
。
必
ず
志
望
す
る
学
科
用
の
問
題
を
解
答
し
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は
、
甲
を
選
択
し
た
場
合

1

～

26

、
乙
を
選
択
し
た
場
合

1

～

24

）

第
1
問　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
８
）
に
答
え
な
さ
い
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
が
島
松
の
駅
で
〔
札
幌
農
学
校
〕
第
一
期
生
十
六
名
と
の
別
離
〔
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
四
月
十
六
日
〕
に
際

し
て
残
さ
れ
た
言
葉
と
さ
れ
る
“Boys be am

bitious

”
に
つ
い
て
の
コ
ウ
シ
ョ
ウ
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
未
だ
に
謎
に
包
ま
れ

た
側
面
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

北
大
の
ケ
ン
ガ
ク
の
精
神
と
し
て
広
く
知
れ
渡
っ
た
こ
の
言
葉
の
一
次
史
料
が
大
島
正ま

さ

健た
け

の
回
想
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
不
審
の
念
を
抱
く
人
々
が
現

わ
れ
た
の
も
当
然
の
事
で
も
あ
る
。
少
く
も
あ
の
島
松
の
別
離
の
場
に
は
一
期
生
十
六
名
が
居
合
せ
た
し
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
、
ペ
ン
ハ
ロ
ー
、
調
所
校
長
、

堀
誠
太
郎
、
そ
の
他
職
員
を
加
え
、
有
名
な
札
幌
に
お
け
る
開
拓
使
旧
本
陣
前
の
馬
を
連
ね
た
出
発
の
時
の
写
真
を
見
て
も
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
他
に

総
勢
二
十
六
名
も
い
る
の
に
長
い
間
大
島
正
健
以
外
当
日
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
を
目
に
ふ
れ
る
記
録
に
残
し
た
人
が
い
な
か
っ
た
。
同
行
し
た
ホ

イ
ー
ラ
ー
も
こ
の
日
の
こ
と
を
母
親
に
あ
て
た
手
紙
に
一
言
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
触
れ
て
い
な
い
と
な
る
と
、
最
も
疑
い
深
い
人
は
こ
れ
は
大
島
正

健
氏
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
想
像
を
走
ら
せ
る
こ
と
と
も
な
ろ
う
。
こ
の
説
は
ク
ラ
ー
ク
に
ま
つ
わ
る
偶
像
破
壊
運
動
と
も
キ
ョ
ウ
シ
ン
し

て
あ
る
程
度
流
布
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
人
で
も
そ
れ
を
自
分
の
耳
で
聞
い
た
と
証
言
す
る
者
が
い
る
限
り
、
少
く
も
そ
れ
を
否
定
す
る
有
力
な
根
拠
が
現
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
を

注
１

注
２

（
ア
）

注
３

（
イ
）

注
４

（
ウ
）
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覆く
つ
がえ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
人
間
が
虚
言
癖
が
あ
り
信
用
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
な
ら
、
そ
の
事
実
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
又
何
の
必
要
が

あ
っ
て
そ
の
よ
う
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
創
作
し
た
の
か
を
も
説
明
せ
ね
ば
仮
説
と
し
て
も
無
責
任
で
あ
る
。

【
Ａ
】

　

本
書
〔
大
島
正
健
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』〕
に
引
用
し
て
あ
る
青
年
奮
起
立
功
名
の
七
言
絶
句
は
恩
師
を
送
っ
た
即
吟
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
作
詩
の
日
付
が
な
い
。
た
だ
間
接
的
な
推
定
と
な
る
が
、
祖
父
の
遺
品
の
中
に
こ
の
詩
を
書
き
下
し
た
原
本
と
そ
の
直

前
〔
三
月
〕
に
母
の
訃
を
哭
し
て
書
い
た
詩
と
が
同
じ
包
み
に
た
ば
ね
て
あ
っ
た
。
紙
は
ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
な
古
さ
で
あ
り
、
両
方
と
も
後
年
に
憶

い
出
し
て
作
詩
し
た
と
は
思
え
な
い
。

　

そ
れ
な
ら
十
六
名
の
一
期
生
の
う
ち
大
島
正
健
の
ほ
か
に
記
録
を
残
し
た
人
は
本
当
に
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
に
聞
い
た
人
が
い
な
い
の
で
は

な
く
、
探
し
方
が
足
り
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

【
Ｂ
】

あ
の
四
十
数
年
札
幌
農
学
校
と
北
大
に
君
臨
し
た
一
期
生
で
そ
の
場
に
い
た
佐
藤

昌し
ょ
う

介す
け

は
不
思
議
な
こ
と
に
自
分
の
耳
で
こ
の
言
葉
を
確
か
に
聞
い
た
と
力
強
く
証
言
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
昭
和
九
〔
一
九
三
四
〕
年
六
月
十
五
日

に
自
ら
書
い
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
先
生
を
語
る
」
の
中
に
「
別
れ
に
臨
ん
で
我
等
学
生
を
顧
み
青
年
よ
大
志
を
抱
け
と
の
訓
言
は
先

生
去
っ
て
五
十
七
年
に
及
ぶ
も
尚
ほ
生
き
た
る
教
訓
と
な
り
」
と
他
人
事
の
よ
う
に
短
か
く
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
聞
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。

　

中
途
で
挫
折
し
卒
業
の
栄
を
か
ち
得
な
か
っ
た
小
野
琢
磨
の
半
世
の
回
顧
録
（
昭
和
五
〔
一
九
三
〇
〕
年
七
月
非
売
品
、
北
大
北
方
史
料
室
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。）
は
も
う
少
し
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

　
　

�　
「
訣
別
に
臨
み
ク
ラ
ー
ク
氏
は
眼
に
涙
を
湛
え
、『
青
年
ら
よ
、
余
は
日
本
に
来
り
汝
ら
を
基
督
に
導
き
し
こ
と
は
余
が
終
生
の
喜
び
な
ら
ん
』

更
に
声
を
励
ま
し
て
『
汝
ら
大
望
を
抱
け
、決
し
て
小
成
に
安
ん
ず
勿
れ
』
と
云
ひ
終お

わ

り
て
直た

だ

ち
に
馬
に
跨ま

た
がり

一
鞭
を
加
え
て
疾し

っ

駆く

し
て
去
れ
り
」

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
細
部
の
描
写
は
異
な
る
が
小
野
も
確
実
に
聞
い
て
い
る
。

　

さ
て
一
期
生
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
伊
藤
一
隆
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

　

伊
藤
一
隆
に
関
す
る
記
録
は
比
較
的
多
い
の
に
、
こ
の
島
松
別
離
を
語
っ
た
も
の
は
不
思
議
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

北
大
北
方
史
料
室
の
保
存
史
料
を
根
気
良
く
探
し
て
い
る
う
ち
に
遂
に
北
大
創
基
五
十
年
〔
一
九
二
六
年
〕
に
際
し
て
行
っ
た
伊
藤
一
隆
の
記
念
講

注
５
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演
の
自
筆
の
草
稿
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

　
�　

「
先
生
は
別
れ
に
臨
み
馬
の
く
つ
わ
を
と
り
、
吾
々
に
対
し
、Boys, Be A

m
bitious 

と
叫
ば
れ
た
。『
青
年
よ
須
ら
く
志
を
大
に
せ
よ
』
こ
の

離
別
の
一
語
は
凛り

ん

と
し
て
耳
底
に
遺
っ
て
い
ま
す
」

　

伊
藤
一
隆
は
間
違
い
な
く
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
島
正
健
の
「
ク
ラ
ー
ク
先
生
の
憶
い
出
」
に
は
先
生
は
馬
上
か
ら
片
手
に
手
綱
、
残
る
手
に
鞭
を
と
り
、
学
生
達
を
振
り
返
り
な
が
ら
云
わ
れ
た

と
あ
る
の
に
、
伊
藤
の
記
憶
に
は
馬
の
く
つ
わ
を
と
り
な
が
ら
云
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
微
妙
な
違
い
は
却
っ
て
伊
藤
一
隆
の
記
憶
が
大
島
正
健
の
証

言
に
影
響
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
一
期
生
中
四
名
が
こ
の
事
実
を
証
言
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
以
上

Ⅰ

は
成
り
た
た
な
い
。

　

次
に
ク
ラ
ー
ク
先
生
の
云
わ
れ
た
言
葉
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
そ
れ
だ
け
が
研
究
の
対
象
と
な
り
得
る
程
多
く
の
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
今
や
そ
の
原
型
は
「Boys, be am
bitious like this old m

an

」
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

　

一
九
七
二
年
の
学
士
会
月
報
七
一
五
号
に
高
倉
新
一
郎
氏
が
「
ク
ラ
ー
ク
の
教
訓
」
を
寄
稿
さ
れ
、
そ
の
中
に
明
治
二
十
七
〔
一
八
九
四
〕
年
の
札

幌
農
学
校
学
芸
会
の
雑
誌
『
蕙
林
』
に
安
東
幾
三
郎
が
ク
ラ
ー
ク
の
別
れ
の
言
葉
を
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
を
最
古
の
文
献
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

秋
月
俊
幸
氏
の
「
校
友
会
誌
か
ら
見
た
札
幌
農
学
校
の
校
風
論
」（
北
大
百
年
史
通
説
所
載
）
に
は
更
に
詳
細
に
こ
の
言
葉
は
明
治
二
十
五
〔
一
八

九
二
〕
年
九
月
、
札
幌
農
学
校
予
科
主
任
で
あ
っ
た
大
島
正
健
が
「
我
が
先
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
氏
」
と
題
し
「
慷
慨
熱
心
な
る
語
調
で
」
講

演
し
た
の
に
、
当
時
予
科
生
で
あ
っ
た
安
東
が
啓
発
さ
れ
、
さ
ら
に
札
幌
に
い
た
一
期
生
数
人
の
談
話
を
得
て
ま
と
め
て
校
友
会
誌
に
六
回
に
わ
た
り

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
」
を
連
載
し
た
中
で
、
ク
ラ
ー
ク
の
別
離
の
言
葉
を
“Boys, be am

bitious like this old m
an

”
と
し
て
あ

る
。
勿
論
こ
れ
は
大
島
正
健
の
述
べ
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
が
、
当
時
札
幌
に
い
た
一
期
生
の
伊
藤
一
隆
、
佐
藤
昌
介
、
内
田
瀞き

よ
しも
こ
れ
に
異
議
を
称

え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

よ
り
直
接
的
な
証
拠
は
後
年
大
島
正
健
自
身
が
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
サ
ー
』
に
掲
載
し
た
英
文
の
ク
ラ
ー
ク
先
生

の
憶
い
出
の
中
に
ク
ラ
ー
ク
先
生
が
別
離
に
際
し
馬
上
で
発
せ
ら
れ
た
言
葉
を
“Boys be am

bitious like this old m
an

”
と
い
わ
れ
た
と
書
い

注
６

（
１
）
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
五
十
三
歳
の
ク
ラ
ー
ク
は
米
国
流
に
い
え
ば
す
で
に old m

an 

で
あ
り
な
が
ら
、
札
幌
の
八
ケ
月
は
ま
さ
に
覇
気
満
々
、
永
遠
の
青
年
の
如

く
に
理
想
を
抱
い
て
活
躍
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
老
人
の
よ
う
に
は
二
重
の
重
い
意
味
が
あ
ろ
う
。
老
境
の
自
分
で
す
ら
大
志
を
抱
い
て

か
く
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
君
達
青
年
は
も
っ
と am

bitious 

で
あ
れ
、
と
く
る
な
ら
、
迫
力
も
あ
り
、
説
得
力
も
あ
る
。

【
Ｃ
】

　

こ
の
も
と
の
言
葉
か
ら
終
り
の old m

an 

が
脱
落
す
る
の
は
伝
承
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
充
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
後
半
が
脱
落
し
た
、
歯

切
れ
の
良
い
短
い
三
語
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
言
葉
は
よ
り
広
く
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
明
治
二
十
五
〔
一
八
九
二
〕
年
以
前
の
札
幌
農
学
校
の
現
存
す
る
記
録
の
中
に
は
現
在
こ
れ
程
有
名
に
な
っ
て
い
る
“Boys, be 

am
bitious

”
の
語
が
全
く
見
当
ら
な
い
。
そ
れ
に
反
し
、
学
校
当
局
の
耶
蘇
教
に
対
す
る
嫌
悪
・
警
戒
・
排
除
の
姿
勢
が
目
立
っ
て
い
る
（
北
大
百

年
史
札
幌
農
学
校
史
料
㈠
二
八
五
・
二
九
六
・
六
二
〇
）。

　
「
母
校
の
危
機
」〔
大
島
正
健
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
二
二
九
頁
以
下
〕
に
も
触
れ
て
あ
る
通
り
、
明
治
十
八
〔
一
八
八
五
〕
年
に
伊

藤
博
文
の
懐

ふ
と
こ
ろ

刀が
た
な

金
子
堅
太
郎
が
札
幌
農
学
校
を
「
学
理
高
尚
に
過
ぎ
、
開
墾
の
実
技
に
暗
く
尤
モ
北
海
道
に
適
セ
ザ
ル
モ
ノ
」
と
北
海
道
三
県
巡
視

復
命
書
の
中
に
批
判
し
た
こ
と
は
、
農
学
校
廃
止
の
噂う

わ
さを
呼
び
、
学
校
当
局
は
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
た
。
こ
の
背
景
に
は
明
治
政
府
の
統
制
の
埓ら

ち

外が
い

に

あ
っ
て
米
国
の
カ
レ
ッ
ジ
方
式
を
と
り
、
高
度
の
人
文
・
教
養
教
育
を
施
し
、
あ
ま
つ
さ
え
耶
蘇
教
が
生
徒
に
ひ
ろ
ま
る
を
容
認
し
た
札
幌
農
学
校
教

育
に
対
す
る
明
治
政
府
の
嫌
悪
感
が
あ
る
。
農
学
校
は
二
者
択
一
の
前
に
た
た
さ
れ
た
。
創
立
の
理
想
を
堅
持
し
て
廃
校
の
リ
ス
ク
を
お
か
す
か
、
政

府
の
意
を
迎
え
て
存
続
を
は
か
る
か
で
、
勿
論

Ⅱ

が
選
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ク
ラ
ー
ク
離
れ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
離
れ
を
意
味
し
、
同

時
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
払ふ

っ

拭し
ょ
くし

、
ド
イ
ツ
型
の
技
術
者
養
成
の
専
学
単
芸
型
の
教
育
機
関
に
転
身
し
、
も
っ
て
国
家
の
要
請
に
こ
た
え
る
人
材
を
養

成
し
、
ひ
い
て
は
北
海
道
帝
国
大
学
に
昇
格
し
て
ゆ
く
路
線
を
選
択
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
校
の
中
に
も
は
や
“Boys be am

bitious

”
の
声
の

上
る
余
地
の
な
い
変
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
た
の
が
校
長
心
得
よ
り
校
長
つ
い
で
北
大
総
長
と
な
っ
て
ゆ
く
同
級
生
佐
藤
昌
介
で

あ
っ
た
。

【
Ｄ
】

　

佐
藤
に
代
表
さ
れ
る
学
校
当
局
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
趨す

う

勢せ
い

の
下
に
大
島
正
健
が
札
幌
農
学
校
教
授
で
あ
り
な
が
ら
な
お
札
幌
独
立
教
会
の
牧
師
で

（
２
）

注
７
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あ
る
こ
と
は
甚
だ
困
惑
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

佐
藤
昌
介
は
明
治
二
十
四
〔
一
八
九
一
〕
年
校
長
心
得
と
な
る
や
、
大
島
正
健
に
陰
に
陽
に
、
牧
師
を
や
め
る
か
、
教
授
を
や
め
る
か
の
選
択
を
迫

る
圧
力
を
か
け
、
祖
父
は
結
局
そ
の
両
者
を
選
択
し
て
札
幌
を
去
る
の
で
あ
る
。
独
立
教
会
へ
の
牧
師
辞
任
願
は
明
治
二
十
五
〔
一
八
九
二
〕
年
四
月

に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

た
ま
た
ま
こ
の
こ
ろ
予
科
生
が
自
発
的
に
学
芸
会
を
つ
く
り
、
祖
父
が
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
こ
の
機
会
に
熱
情
を
こ
め
て
創
立
の
精
神
た
る
ク

ラ
ー
ク
の
教
育
の
神
髄
を
学
生
達
に
伝
え
、
消
え
ゆ
く
も
の
を
残
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
。
そ
の
演
説
が
二
十
五
〔
一
八
九
二
〕
年
九
月
で
、
周
囲
の
状

況
か
ら
み
て
そ
の
頃
教
授
辞
任
も
決
意
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
今
残
る
公
文
書
綴
り
を
見
る
と
「
墓
参
の
た
め
往
復
三
十
日
帰
省
願
い
」
が
明
治
二
十
六
〔
一
八
九
三
〕
年
九
月
二
十
九
日
付
で
佐
藤
昌
介
宛

に
大
島
正
健
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
人
の
筆
蹟
で
は
な
い
。
十
月
二
十
三
日
に
祖
父
の
依
願
免
官
辞
令
は
あ
っ
て
も
辞
職
願
は
見
当
ら
な

か
っ
た
。

　

そ
し
て
佐
藤
昌
介
伝
の
こ
の
く
だ
り
は
「
こ
の
頃
財
政
緊
縮
の
た
め
教
授
の
俸
給
一
級
減
の
処
置
を
と
っ
た
と
こ
ろ
東
京
出
の
あ
る
教
授
（
大
島
正

健
以
外
に
な
い
）
が
東
京
に
帰
っ
た
」
と
冷
く
突
き
放
し
て
い
る
点
解
せ
ぬ
も
の
が
残
る
。

【
Ｅ
】

　

と
も
に
札
幌
農
学
校
に
教
鞭
を
と
っ
た
ク
ラ
ー
ク
先
生
の
弟
子
達
も
、
広
井
勇
は
明
治
二
十
八
〔
一
八
九
五
〕
年
に
新
渡
戸
稲
造
は
三
十
〔
一
八
九

七
〕年
に
次
々
と
札
幌
農
学
校
を
離
れ
て
い
っ
た
。佐
藤
昌
介
が
キ
リ
ス
ト
信
徒
で
あ
り
な
が
ら
札
幌
バ
ン
ド
に
加
わ
る
こ
と
な
く
微
妙
な
立
場
に
あ
っ

た
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
も
か
ら
ん
で
い
た
。

　

一
方
札
幌
農
学
校
は
佐
藤
昌
介
校
長
の
東
奔
西
走
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
祖
父
の
辞
任
直
後
明
治
二
十
六
〔
一
八
九
三
〕
年
十
一
月
十
日
に
文
部

省
の
直
轄
学
校
と
な
る
勅
令
が
公
布
さ
れ
（
文
部
大
臣
井
上
毅こ

わ
しよ

り
国
立
移
管
の
条
件
と
し
て
教
授
定
員
の
削
限
を
迫
ら
れ
、
佐
藤
は
祖
父
の
退
職
を

急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
）、
三
十
二
〔
一
八
九
九
〕
年
に
は
待
望
の
官
制
を
獲
得
し
、
外
人
教
師
を
廃
止
し
、
規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
北
海
道
帝
国
大
学

に
昇
格
し
て
ゆ
く
道
が
開
け
、
広
大
な
現
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
の
メ
ド
も
つ
い
て
き
た
。
明
治
三
十
四
〔
一
九
〇
一
〕
年
、
創
立
二
十
五
周
年

を
迎
え
、
十
五
年
前
は
金
子
堅
太
郎
の
農
学
校
批
判
に
震
え
上
っ
て
創
立
十
周
年
も
祝
え
な
か
っ
た
の
が
今
や
大
々
的
に
式
典
を
挙
行
し
、
演
武
場
二

（
３
）

注
８



―B 6 ―国 1 －31－ 6

階
に
は
黒
田
〔
清
隆
〕
と
ク
ラ
ー
ク
の
大
き
な
写
真
と
、
赤
い
大
き
い
字
で
“Boys, be am
bitious

”
が
掲
げ
ら
れ
、
ク
ラ
ー
ク
は
復
活
し
た
か
の

如
く
見
え
た
。

ア

そ
れ
は
も
う
潰
れ
る
心
配
の
な
い
巨
大
な
国
立
学
校
に
飾
ら
れ
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
で
あ
り
、
再
び
昔
の
熱
気
が
甦
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
こ
の
言
葉
が
再
び
甦
り
青
年
達
の
心
を
摑
ん
だ
の
は
、
札
幌
で
は
な
く
明
治
三
十
四
〔
一
九
〇
一
〕
年
よ
り
大
正
三
〔
一
九
一
四
〕
年
ま
で
大

島
正
健
の
校
長
を
し
て
い
た
甲
府
中
学
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
祖
父
の
薫
陶
を
受
け
た
生
徒
た
ち
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
山
峡
を
出
て
日
本

の
各
界
の
指
導
者
と
な
り
、
特
に
石
橋
湛た

ん

山ざ
ん

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
又
政
治
家
と
し
て
身
を
も
っ
て
こ
の
言
葉
を
世
に
広
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
言
葉
に
も
と
も
と
長
い
説
明
文
が
つ
い
て
い
た
の
だ
と
す
る
説
は
秋
月
氏
が
論
攷
（
前
述
）
の
註
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
一
五
年
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
で
配
っ
た
「
北
大
略
史
」
に
当
時
予
科
の
英
語
教
師
ロ
ー
ラ
ン
ド
氏
が
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
に
説
明
を
加
え
て
書
い
た
も
の
が
そ

の
後
そ
の
ま
ま
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
と
誤
引
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
の
ク
ラ
ー
ク
の
残
し
た
別
離
の
言
葉
が
現
代
に
あ
わ
ず
、
意
味
を
失
っ
て
い
る
と
の
批
評
が
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
時
代
精

神
の
問
題
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
マ
イ
ン
ド
を
喪
失
し
た
現
代
ア
メ
リ
カ
文
化
と
、
そ
の
亜
流
の
日
本
の
知
識
人
、
学
生
諸
君
が
こ
の
言
葉
を
冷
笑
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
を
恐
れ
ぬ
現
代
知
性
の

Ⅲ

さ
が
却
っ
て
問
わ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
島
智
夫
「
島
松
の
別
離
―
―Boys be am

bitious! 

を
誰
が
聞
き
、
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
た
か
」

�

〔
大
島
正
健
著
、
大
島
正
満
・
大
島
智
夫
補
訂
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
所
収
〕
に
よ
る
）

注
１　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
（
一
八
二
六
～
一
八
八
六
）　

米
国
の
科
学
者
、
教
育
家
。
ア
マ
ー
ス
ト
農
業
大
学
の
初
代
学
長
（
一
八
六
七
～

一
八
七
八
）。
一
八
七
六
～
一
八
七
七
年
、
札
幌
農
学
校
（
北
海
道
大
学
の
前
身
）
教
頭
と
し
て
滞
日
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
は
内
村
鑑
三
や
新
渡
戸

稲
造
ら
に
影
響
を
与
え
た
。「
少
年
よ
大
志
を
抱
け
」
が
有
名
。

注
２　

島
松　

北
海
道
南
西
部
、
今
日
の
恵
庭
市
東
部
。

注
３　

北
大　

北
海
道
大
学
の
こ
と
。

注
９
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注
４　

大
島
正
健
（
一
八
五
九
～
一
九
三
八
）　

明
治
～
昭
和
時
代
前
期
の
言
語
学
者
。
札
幌
農
学
校
第
一
期
生
。
中
国
古
韻
学
の
研
究
で
知
ら
れ
、『
韻
鏡
音
韻

考
』『
支
那
古
韻
史
』
な
ど
を
著
し
た
。
筆
者
で
あ
る
大
島
智
夫
の
祖
父
に
あ
た
る
。

注
５　

佐
藤
昌
介
（
一
八
五
六
～
一
九
三
九
）　

北
海
道
帝
国
大
学
初
代
総
長
、
農
政
経
済
学
者
。
札
幌
農
学
校
第
一
期
生
。

注
６　
「
ク
ラ
ー
ク
先
生
の
憶
い
出
」　

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
に
発
表
さ
れ
た
大
島
正
健
の
英
文
エ
ッ
セ
イ
を
、正
健
の
孫
智
夫
が
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
。

注
７　

札
幌
独
立
教
会　

一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
）
に
札
幌
農
学
校
卒
業
生
た
ち
が
、教
会
ケ
ン
セ
ツ
を
計
画
し
、一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
に
ど
の
教
団
・

会
派
に
も
所
属
し
な
い
札
幌
基
督
教
会
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
。
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
に
改
称
。

注
８　

札
幌
バ
ン
ド　

一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
ク
ラ
ー
ク
の
感
化
に
よ
り
、「
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者
の
契
約
」
に
署
名
し
た
札
幌
農
学
校
第
一
・
二
期
生
ら
の

キ
リ
ス
ト
者
集
団
。
横
浜
バ
ン
ド
・
熊
本
バ
ン
ド
と
並
ん
で
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
三
大
源
流
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

注
９　

黒
田
清
隆
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
〇
）　

明
治
の
政
治
家
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）、
開
拓
長
官
と
な
り
北
海
道
開
発
に
尽
力
。
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
ク
ラ
ー
ク
を
招
聘
し
て
札
幌
農
学
校
を
開
校
。
教
育
の
全
権
を
ク
ラ
ー
ク
に
委
ね
、
短
期
間
に
そ
の
手
腕
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
た
。
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問
１　

傍
線
部
（
ア
）
～
（
ウ
）
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
1
～
4
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

（
ア
）
1

、（
イ
）
2

、（
ウ
）
3

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

選
挙
結
果
を
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

価
格
に
つ
い
て
コ
ウ
シ
ョ
ウ
す
る

（
ア
）　

コ
ウ
シ
ョ
ウ　
　

3　

最
大
の
コ
ウ
カ
を
発
揮
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

文
化
的
背
景
を
コ
ウ
サ
ツ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

お
小
遣
い
を
ケ
ン
ヤ
ク
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

工
場
を
ケ
ン
ガ
ク
す
る

（
イ
）　

ケ
ン
ガ
ク　
　
　

3　

ビ
ル
を
ケ
ン
セ
ツ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

土
台
を
ケ
ン
ゴ
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

バ
ッ
タ
ー
を
サ
ン
シ
ン
に
打
ち
取
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　

準
決
勝
シ
ン
シ
ュ
ツ
を
果
た
し
た

（
ウ
）　

キ
ョ
ウ
シ
ン　
　

3　

キ
ョ
ウ
ソ
ウ
シ
ン
に
火
が
付
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

シ
ン
キ
ョ
ウ
の
自
由
を
保
障
す
る

⎩⎜⎜⎨⎜⎜⎧⎩⎜⎜⎨⎜⎜⎧⎩⎜⎜⎨⎜⎜⎧
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問
２　

次
の
文
は
、
本
文
中
の

【
Ａ
】

～

【
Ｅ
】

の
箇
所
の
ど
こ
か
に
挿
入
さ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

4

）

ク
ラ
ー
ク
の
札
幌
農
学
校
の
教
育
の
精
神
は
こ
の
別
離
の
言
葉
に
凝
集
し
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

1　

Ａ　
　

2　

Ｂ　
　

3　

Ｃ　
　

4　

Ｄ　
　

5　

Ｅ

問
３　

傍
線
部
（
１
）「
こ
の
微
妙
な
違
い
は
却
っ
て
伊
藤
一
隆
の
記
憶
が
大
島
正
健
の
証
言
に
影
響
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。」

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号

は

5

）

1　

伊
藤
一
隆
は
、
大
島
正
健
と
同
期
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

2　

伊
藤
一
隆
は
、
大
島
正
健
の
文
章
を
盗
用
か
つ
巧
妙
に
改
変
し
た
と
い
う
こ
と
。

3　

伊
藤
一
隆
は
、
自
分
の
記
憶
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
書
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

4　

伊
藤
一
隆
の
記
憶
力
が
、
大
島
正
健
よ
り
も
確
実
に
劣
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

5　

伊
藤
一
隆
の
自
筆
原
稿
に
は
、
不
自
然
な
点
が
散
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
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問
４　

空
欄

Ⅰ

・

Ⅱ

・

Ⅲ

に
入
る
語
句
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は
Ⅰ

6

、
Ⅱ

7

、
Ⅲ

8

）

Ⅰ　

1　

相
互
理
解　
　

2　

珍
説　
　

3　

陰
謀
論　
　

4　

契
約　
　
　
　
　

5　

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
説

Ⅱ　

1　

前
者　
　
　
　

2　

後
者　
　

3　

折
衷
案　
　

4　

キ
リ
ス
ト
教　
　

5　

創
立
の
理
想

Ⅲ　

1　

寛
容　
　
　
　

2　

崇
高　
　

3　

敬
虔　
　
　

4　

傲
慢　
　
　
　
　

5　

ス
マ
ー
ト

問
５　

傍
線
部
（
２
）「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
の
意
味
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（
解
答
番
号
は

9

）

1　

相
手
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
見
返
り
を
求
め
な
い
こ
と
。

2　

あ
る
分
野
に
関
す
る
知
識
や
そ
れ
を
活
用
す
る
能
力
の
こ
と
。

3　

財
産
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
等
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。

4　

他
に
先
駆
け
て
物
事
を
始
め
る
人
、
す
な
わ
ち
先
駆
者
や
開
拓
者
の
こ
と
。

5　

あ
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
他
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
配
・
指
導
の
こ
と
。
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問
６　

傍
線
部
（
３
）「
創
立
の
精
神
た
る
ク
ラ
ー
ク
の
教
育
の
神
髄
を
学
生
達
に
伝
え
、
消
え
ゆ
く
も
の
を
残
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
。」
と
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

10

）

1　

も
と
の
言
葉
か
ら
、
終
り
の old m

an 

が
脱
落
し
て
流
布
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
。

2　

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
が
、
北
海
道
の
地
か
ら
完
全
に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。

3　

第
一
期
生
が
、
早
く
も old m

an 

す
な
わ
ち
老
境
に
差
し
掛
か
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
。

4　

ク
ラ
ー
ク
が
教
訓
を
書
き
残
し
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
危
機
感
を
覚
え
た
こ
と
。

5　

札
幌
農
学
校
が
、
帝
国
大
学
に
昇
格
す
る
路
線
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

問
７　

空
欄

ア

に
入
れ
る
の
に
、
も
っ
と
も
適
当
な
語
句
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

11

）

1　

む
し
ろ　
　

2　

す
な
わ
ち　
　

3　

す
る
と　
　

4　

そ
れ
と
も　
　

5　

し
か
し

問
８　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

12

）

1　

Boys be am
bitious! 

は
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て
確
か
に
語
ら
れ
、
大
島
正
健
ら
が
そ
れ
を
後
代
に
伝
え
て
い
っ
た
。

2　

Boys be am
bitious! 

が
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ
て
本
当
に
語
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、
な
お
検
証
の
余
地
が
あ
る
。

3　

札
幌
農
学
校
が
北
海
道
帝
国
大
学
へ
と
昇
格
し
た
背
景
に
は
、
ク
ラ
ー
ク
の
祈
り
と
助
言
が
あ
っ
た
。

4　

学
校
の
創
立
の
精
神
と
い
う
も
の
は
、
組
織
が
改
め
ら
れ
る
時
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
掲
げ
直
す
必
要
が
あ
る
。

5　

学
校
の
創
立
の
精
神
と
い
う
も
の
は
、
高
度
な
研
究
と
い
う
手
続
き
を
経
て
こ
そ
後
世
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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第
2
問
甲　
（
文
学
部
日
本
語
日
本
文
化
学
科
以
外
の
志
望
者
用
）

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
12
）
に
答
え
な
さ
い
。

　

私
た
ち
は
新
し
い
言
葉
を
作
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
ま
す
。
新
語
を
作
っ
た
り
新
し
い
比
喩
を
作
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
も
っ
と
ジ
ミ

な
新
し
さ
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
さ
に
私
は
い
ま
新
し
い
言
葉
を
書
き
出
し
て
い
ま
す
し
、
あ
な
た
も
生
ま
れ
て
初
め
て
読
む
言
葉
と
出

会
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。「
電
車
の
チ
エ
ン
で
会
議
に
遅
刻
し
ま
す
」
な
ん
て
文
に
は
な
ん
の

Ａ

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
は

私
に
と
っ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
書
い
た
、「
新
し
い
」
文
で
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
新
し
さ
は
、
新
し
い
と
意
識
さ
れ
な
い
ほ
ど
抵
抗
な
く
、
す
ら

す
ら
と
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」
と
い
う
文
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な

Ｂ

な
い
文
で
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
た
ち
ど

こ
ろ
に
理
解
で
き
ま
す
。
言
葉
は
新
た
な
意
味
を
次
々
と
生
み
出
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
や
す
や
す
と
理
解
す
る
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
文
の
長
さ
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
意
味
は
無
限
に
可
能
で
す
。
だ
け
ど
、
人
間
に
は
無
限
の

文
を
記
憶
す
る
よ
う
な
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
記
憶
力
な
ん
て
、そ
り
ゃ
あ
貧
弱
な
も
の
で
す
。
で
も
、そ
ん
な
私
に
で
も
、新
た
な
意
味
を
も
っ

た
文
を
際
限
な
く
作
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
「
新
た
な
意
味
の
産
出
可
能
性
の
問
題
」
と
呼
び
ま
し
ょ
う
。
ご
た
い
そ
う
な
名
前
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
う
し
て
名
前
を
つ
け
て
お
い

た
方
が
話
が
し
や
す
い
の
で
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
の
は
そ
ん
な
に
難
し
く
な
い
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
か
っ
た
ら
少

し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

新
た
な
意
味
の
産
出
可
能
性
の
問
題　

新
た
な
意
味
を
も
っ
た
文
を
無
限
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

ど
う
考
え
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
ひ
と
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
具
体
的
に
考
え
て
み
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
例

え
ば
、「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」
と
い
う
文
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
生
ま
れ
て
初
め
て
こ
の
文
を
読
ん
だ
と
き
に
、

Ｃ

な
文
だ
と
は

ア

イ

（
１
）

（
２
）
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思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
意
味
は
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
？

　

や
っ
ぱ
り
、
少
し
考
え
て
ほ
し
い
な
。

　

さ
て
、
ど
う
で
し
ょ
う
。「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」、
ま
あ
、
全
部
知
っ
て
る
単
語
だ
か
ら
ね
。
そ
う
そ
う
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
。
―
―
「
猫
」
と

い
う
語
は
知
っ
て
い
る
。「
富
士
山
」
も
分
か
る
。「
登
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
既
知
の
語
で
す
。
そ
こ
に
新
し
さ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
文
全
体
は
「
…
…
が
～
し
た
」
と
い
う
型
で
、
こ
の
よ
う
な
文
型
も
目
新
し
く
は
な
い
。
語
の
組
み
合
わ
せ
方
は
文
法
の
知
識
で
す
。
逆
に
、

知
ら
な
い
語
が
文
中
に
あ
る
と
、
理
解
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
キ
ョ
ン
」
と
い
う
語
を
知
ら
な
い
人
は
、「
キ
ョ
ン
が
富
士
山
に
登
っ
た
」

と
い
う
文
を
読
ん
で
も
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。（
キ
ョ
ン
と
い
う
の
は
鹿
の
一
種
で
、
動
物
園
な
ど
か
ら
逃
げ
出
し
た
キ
ョ
ン
が
、
房
総
半
島
や
伊

豆
大
島
で
野
生
化
し
て
い
る
ら
し
い
で
す
。）
さ
ら
に
は
、「
キ
ョ
ン
が
ガ
レ
場
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
」
だ
と
、
も
う
日
本
語
に
思
え
な
い
と
い
う
人
も

い
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」
は
既
知
の
語
を
既
知
の
文
法
に
従
っ
て
作
っ
た
文
だ
か
ら
、
初
め
て
読
ん
で
も
意
味
が

分
か
る
。
こ
う
し
て
、
新
た
な
意
味
の
産
出
可
能
性
の
問
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
自
然
な
答
え
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

語
彙
の
知
識
も
文
法
の
知
識
も
有
限
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
よ
る
と
、
ふ
つ
う
の
日
本
人
の
知
っ
て
い
る
語
彙
数
は
三
万
か
ら
五
万
だ

そ
う
で
す
。「
ふ
つ
う
の
日
本
人
」
っ
て
の
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
有
限
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
文
法
の
知
識
に
つ
い
て
は
微
妙
で
、
ふ
つ

う
の
日
本
人
が
日
本
語
の
文
法
を
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
私
な
ど
は
動
詞
の
活
用
も
ち
ゃ
ん
と
言
え
ま
せ
ん
。
で
も
、
日
本
語
が
適
切

に
使
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
表
立
っ
て
文
法
を
言
え
な
い
と
し
て
も
、
文
法
の
知
識
は
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
文

法
の
知
識
も
、
有
限
の
範
囲
に
収
ま
り
ま
す
。
あ
と
は
、
文
法
に
従
っ
て
語
彙
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
文
の
長
さ
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
い
く

ら
で
も
長
い
文
が
作
れ
る
。
か
く
し
て
、
初
め
て
出
会
う
文
が
無
数
に
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、
有
限
の
記
憶
容
量
し
か
も
た
な
い
人
間

が
、
無
限
に
新
た
な
意
味
を
作
り
出
せ
る
仕
掛
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
た
な
意
味
を
も
っ
た
文
を
無
限
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
。

―
―
言
語
は
有
限
の
語
彙
と
文
法
よ
り
な
る
か
ら
だ
。

（
３
）

（
４
）
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新
た
な
意
味
の
産
出
可
能
性
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
よ
さ
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
の
正
し
い
と
思
わ
れ
る
一
歩
―
―
い
や
、

こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
と
「
だ
け
ど
ほ
ん
と
は
正
し
く
な
い
」
と
続
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
身
構
え
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
い
ま
踏
み
出
し
た
こ
の
一
歩

に
関
し
て
は
正
し
い
と
私
も
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
―
―
、
こ
の
答
え
は
ご
く
自
然
に
こ
う
考
え
る
よ
う
私
た
ち
を
誘
う
で
し
ょ
う
。
文
の
意
味
を
理

解
す
る
前
に
、
ま
ず
語
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」
と
い
う
文
を
理
解
す
る
前
に
、「
猫
」、「
富

士
山
」、「
登
っ
た
」
と
い
う
語
の
意
味
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
も
、
当
然
の
こ
と
と
思
え
ま
す
。
だ
け
ど
、
こ
の

あ
た
り
か
ら
、
実
は
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
文
の
意
味
の
理
解
は
語
の
意
味
の
理
解
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
語
の
意

味
を
文
の
意
味
に
先
立
っ
て
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
語
の
意
味
と
は
何
か
。
そ
れ
を
文
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
考
え
て
お

か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
こ
の
当
然
と
も
思
え
る
考
え
方
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
が
、
フ
レ
ー
ゲ
な
の
で
す
。

　

だ
け
ど
、
ひ
っ
く
り
返
す
と
い
っ
て
も
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
語
の
意
味
も
分
か
ら
な
い
の
に
文
の
意
味
が
分
か
る
は
ず
も
な
い
で
し
ょ
う
。
文

の
意
味
を
理
解
す
る
前
に
語
の
意
味
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

い
や
、
哲
学
は
し
ば
し
ば
、
あ
た
り
ま
え
が
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
ま
さ
に
そ
こ
に
い
る
の

で
す
。「
猫
」
の
意
味
も
「
富
士
山
」
の
意
味
も
、
私
た
ち
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
猫
が
富
士
山
に
登
っ
た
」
な
ん
て
文
も
理
解
で
き
る
。

で
は
、「
猫
」
の
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
ふ
う
に
問
い
を
立
て
る
と
、
む
し
ろ
逆
に
尋
ね
返
さ
れ
そ
う
で
す
。「
猫
」
の
意
味
な
ん
て
も
う
よ

く
分
か
っ
て
い
る
。
な
の
に
、「「
猫
」
の
意
味
は
何
か
」
な
ん
て
、
ど
う
し
て
問
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
？

　

哲
学
の
面
白
さ
の
ひ
と
つ
は
、
ひ
と
が
立
ち
止
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
立
ち
止
ま
り
、
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
そ
こ

に
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
問
題
が
開
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
哲
学
の
最
大
の
面
白
さ
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
し
ば

ら
く
こ
の
問
題
に
つ
き
あ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
猫
」
の
意
味
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
富
士
山
」
の
意
味
は
何
か
と
尋
ね
ら
れ
て
、「
静
岡
県
と
山
梨
県
に
ま
た
が
る
日
本
一
高
い
山
の
こ
と
だ
」
と
答
え
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
答
え

方
だ
と
、
少
な
く
と
も
「
静
岡
県
」、「
山
梨
県
」、「
日
本
」、「
山
」
と
い
っ
た
語
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
語
の
意
味
を
言
葉
で

説
明
す
る
と
、
こ
ん
ど
は
そ
の
説
明
に
使
わ
れ
て
い
る
語
の
意
味
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
猫
」
な
ん
か
だ
と
言
葉
で
説
明
す
る
の
も
至
難

（
５
）

注

（
６
）

（
７
）
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の
業
で
す
。
例
え
ば
、「
体
は
し
な
や
か
で
、鞘さ

や

に
引
き
こ
む
こ
と
の
で
き
る
爪
、ざ
ら
ざ
ら
し
た
舌
、鋭
い
感
覚
の
ひ
げ
、足
裏
の
肉
球
な
ど
が
特
徴
」

（『
広
辞
苑
』
第
七
版
）
な
ん
て
説
明
し
て
も
、「「
鞘
」
っ
て
な
に
？
」、「「
肉
球
」
っ
て
な
に
？
」
と
、
意
味
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
語
の
数

が
増
え
た
だ
け
と
い
う
感
じ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
未
知
の
語
の
意
味
を
既
知
の
語
を
使
っ
て
説
明
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
説
明
に
使
わ
れ
て
い
る
語
の
意
味
が
再
び
問
題
に
な
る
以
上
、「
そ
も
そ
も
語
の
意
味
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
哲
学
的
問
い
に
対
す
る
答
え

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

だ
と
す
れ
ば
、「
富
士
山
」
の
場
合
、
現
物
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
実
物
や
映
像
を
見
せ
な
が
ら
「
富
士
山
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
を
実
際
に
指
し
示
し
て
、「
こ
れ
が
「
富
士
山
」
だ
」
と
教
え
る
わ
け
で
す
。
実
は
こ
の
場
面
で
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
哲
学
的
問
題
が

発
生
す
る
の
で
す
が
、
い
ま
は
こ
の
や
り
方
を
受
け
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
富
士
山
」
は
あ
る
対
象
の
名
前
で
あ
る
、
そ
う
考
え
て
お
き
ま
す
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
こ
と
は
こ
の
先
に
あ
り
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
、「
猫
」
の
意
味
は
何
な
の
か
。

　
「「
猫
」
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味
？
」
と
子
ど
も
に
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
ま
す
？　

そ
の
子
は
日
本
語
以
外
の
言
葉
は
知
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

「「
猫
」
は
“cat

”
だ
よ
」
な
ん
て
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「「
猫
」
の
意
味
は
何
か
」
と
い
う
の
は
実
は
難
し
い
問
題
な
の
で
す
が
、
で
も
、
そ

の
難
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
三
〇
秒
間
、
途
方
に
暮
れ
る
だ
け
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。）

　
「
猫
」
の
場
合
も
「
富
士
山
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
方
向
で
進
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お

け
ば
、
こ
の
道
は
行
き
止
ま
り
で
す
。
少
な
く
と
も
、
や
が
て
袋
小
路
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
に
思
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
袋
小
路
か
ら

脱
出
す
る
フ
レ
ー
ゲ
の
考
え
方
を
見
る
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
道
を
進
ん
で
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
富
士
山
」
は
あ
る
対
象
の
名
前
だ
。
同
様
に
、「
猫
」
も
あ
る
対
象
の
名
前
な
の
だ
。
こ
の
考
え
方
が
、
い
ま
進
も
う
と
し
て
い
る
方
向
で
す
。
そ

こ
で
ま
ず
、「
富
士
山
」
の
よ
う
な
語
と
「
猫
」
の
よ
う
な
語
の
違
い
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
富
士
山
」
の
よ
う
な
語
は
「
固
有
名
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。「
猫
」
の
よ
う
な
語
は
そ
れ
に
対
し
て
「
一
般
名
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
言
語
哲
学
特
有
の
用
語
が
出
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て
き
ま
す
。
そ
こ
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
初
心
者
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ
く
繰
り
返
し
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
用
語
の

意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
巻
末
の
索
引
を
利
用
し
て
、
そ
の
用
語
の
説
明
が
あ
る
と
こ
ろ
を
読
み
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
「
固
有
名
」
と
い
う
用
語
。
固
有
名
と
は
、「
富
士
山
」
の
よ
う
に
、
あ
る
一
つ
の
対
象
の
名
前
で
す
。
ふ
つ
う
は
「
固
有
名
詞
」
で
し
ょ
う
が
、

言
語
哲
学
で
は
「
固
有
名
」
と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
ね
。
私
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
、「
同
有
名
詞
」
と
い

う
の
は
品
詞
分
類
と
し
て
名
詞
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
用
語
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
固
有
名
」
は
、
そ
の
役
割
、
つ
ま
り
た
だ
一
つ
の
対
象
を

名
指
す
と
い
う
役
割
を
表
わ
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

固
有
名
が
名
指
す
一
つ
の
対
象
を
「
個
体
」
と
言
い
ま
す
。
人
物
な
ら
ば
「
個
人
」
で
す
が
、人
間
以
外
の
動
物
や
物
の
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、「
個

体
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ひ
と
こ
と
注
意
。
学
生
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
う
と
、
た
い
て
い
五
十
人
に
一
人
か
二
人
ぐ
ら
い
、「
固
体
」
と
書
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
固

有
名
の
方
は
「
個
有
名
」
と
書
い
た
り
し
て
。
確
か
に
、紛
ら
わ
し
い
で
す
よ
ね
。「
固
有
名
」
の
「
固
」
は
「
か
た
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
「
キ
ジ
は
日
本
の
固
有
種
だ
」
な
ん
て
い
う
と
き
の
「
固
」
で
、そ
の
も
の
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
で
し
ょ
う
か
。「
個

体
」
の
「
個
」
は
個
別
の
「
個
」
で
す
。
こ
れ
を
「
固
体
」
と
書
い
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。

　

説
明
を
続
け
ま
し
ょ
う
。「
富
士
山
」
は
富
士
山
と
い
う
個
体
の
名
前
で
す
。
で
す
か
ら
、「
富
士
山
」
と
い
う
固
有
名
の
意
味
は
あ
の
山
―
―
富
士

山
と
い
う
個
体
―
―
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。
同
様
に
、「
伊
藤
博
文
」
は
伊
藤
博
文
と
い
う
個
体
の
名
前
で
す
か
ら
、「
伊
藤
博
文
」
と
い
う
固
有
名
の

意
味
は
あ
の
人
物
、
つ
ま
り
伊
藤
博
文
と
い
う
個
体
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
、
つ
ま
り
、
固
有
名
は
個
体
の
名
前
だ
と
い
う
考
え
方
を
、
語
の
意
味
一
般
に
拡
張
す
る
と
、「
語
は
何
か
あ
る
対
象
の
名
前
だ
」
と

い
う
考
え
方
が
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
も
、用
語
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
。
あ
る
語
句
が
あ
る
対
象
の
名
前
で
あ
る
と
き
、そ
の
語
句
が
そ
の
対
象
を
「
指

示
す
る
」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
指
示
さ
れ
る
そ
の
対
象
は
「
指
示
対
象
」
と
言
い
ま
す
。
固
有
名
の
場
合
で
言
え
ば
、「
富
士
山
」
は
富
士
山
と

い
う
山
を
指
示
し
、「
伊
藤
博
文
」
は
伊
藤
博
文
と
い
う
人
物
を
指
示
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
考
え
方
を
、
固
有
名
だ
け
で
は
な
く
、「
猫
」
の
よ
う
な

語
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
も
自
然
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。

（
８
）
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�

（
野
矢
茂
樹
「
言
語
哲
学
が
は
じ
ま
る
」
に
よ
る
）

注　

ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
レ
ー
ゲ
（
一
八
四
八
～
一
九
二
五
）　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
論
理
学
、
分
析
哲
学
、
言
語
哲
学
の
分
野
で
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

問
１　

傍
線
部
ア
・
イ
と
同
じ
漢
字
を
含
む
熟
語
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は
ア

13

、
イ

14

）

　
　

1　

資
料
を
カ
イ
ジ
す
る　
　
　
　
　
　
　

1　

ア
エ
ン
が
不
足
し
て
い
る

　
　

2　

部
長
就
任
を
コ
ジ
す
る　
　
　
　
　
　

2　

試
合
が
雨
で
ジ
ュ
ン
エ
ン
す
る

ア　

3　

チ
ク
ジ
報
告
す
る　
　
　
　
　
　

イ　

3　

大
ス
タ
ー
の
キ
ョ
ウ
エ
ン

　
　

4　

収
入
を
イ
ジ
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

4　

親
戚
と
ゼ
ツ
エ
ン
す
る

　
　

5　

ロ
ジ
を
散
策
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

5　

親
戚
と
ソ
エ
ン
に
な
る

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧
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問
２　

空
欄

Ａ

・

Ｂ

に
入
る
語
句
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選

び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は
Ａ

15

、
Ｂ

16

）

　
　

1　

や
さ
し
さ　
　
　
　
　
　

1　

あ
り
そ
う
に

　
　

2　

仰
々
し
さ　
　
　
　
　
　

2　

あ
っ
た
た
め
し
が

Ａ　

3　

面
白
さ　
　
　
　
　

Ｂ　

3　

あ
っ
た
こ
と
が

　
　

4　

目
新
し
さ　
　
　
　
　
　

4　

あ
ら
ね
ば
な
ら

　
　

5　

美
し
さ　
　
　
　
　
　
　

5　

あ
っ
て
は
な
ら

問
３　

傍
線
部
（
１
）「
そ
ん
な
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

17

）

1　

限
り
あ
る
記
憶
力
の
限
界
を
超
え
る
こ
と

2　

無
限
に
新
し
い
文
を
作
り
出
す
こ
と

3　

現
実
に
は
あ
り
得
な
い
内
容
の
文
を
理
解
す
る
こ
と

4　

聞
い
た
こ
と
が
な
い
文
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
理
解
す
る
こ
と

5　

一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
文
を
作
り
出
す
こ
と

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧

⎩⎜⎜⎜⎨⎜⎜⎜⎧
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問
４　

傍
線
部
（
２
）「
ご
た
い
そ
う
な
名
前
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

18

）

1　

大
仰
な
名
前

2　

複
雑
な
名
前

3　

猛
々
し
い
名
前

4　

聞
き
慣
れ
な
い
名
前

5　

難
し
い
名
前

問
５　

空
欄

Ｃ

に
入
る
語
句
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

19

）

1　

一
目
瞭
然

2　

前
代
未
聞

3　

荒
唐
無
稽

4　

厚
顔
無
恥

5　

千
変
万
化
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問
６　

傍
線
部
（
３
）「
日
本
語
に
思
え
な
い
と
い
う
人
も
い
そ
う
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

20

）

1　

一
見
し
て
カ
タ
カ
ナ
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
か
ら

2　

日
本
語
と
し
て
文
法
的
に
間
違
っ
て
い
る
か
ら

3　

キ
ョ
ン
と
い
う
動
物
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
が
少
な
い
か
ら

4　

作
者
に
よ
る
造
語
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら

5　

あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
単
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
か
ら

問
７　

傍
線
部
（
４
）「
文
法
の
知
識
に
つ
い
て
は
微
妙
で
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

21

）

1　

日
本
人
で
も
文
法
の
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
多
い

2　

日
本
人
で
あ
っ
て
も
文
法
を
間
違
っ
て
覚
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い

3　

日
本
人
に
と
っ
て
も
日
本
語
の
文
法
を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い

4　

日
本
人
で
も
日
本
語
の
文
法
を
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い

5　

日
本
語
の
文
法
は
他
言
語
と
比
べ
て
あ
い
ま
い
な
部
分
が
多
い



―B21― 国 1 －31－21

問
８　

傍
線
部
（
５
）「
実
は
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
怪
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

22

）

1　

私
た
ち
は
文
の
意
味
を
正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

2　

私
た
ち
の
単
語
の
意
味
理
解
に
は
個
人
差
は
な
い
と
い
う
こ
と

3　

私
た
ち
は
語
を
先
に
理
解
し
た
上
で
文
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

4　

言
語
は
本
当
に
有
限
の
語
彙
と
文
法
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

5　

同
じ
文
を
読
ん
だ
時
に
理
解
し
た
も
の
は
同
じ
と
言
え
る
と
い
う
こ
と

問
９　

傍
線
部
（
６
）「
そ
こ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（
解
答
番
号
は

23

）

1　

意
味
の
分
岐
点

2　

哲
学
の
出
発
点

3　

言
葉
の
限
界
点

4　

日
常
の
疑
問
点

5　

会
話
の
立
脚
点
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問
10　

傍
線
部
（
７
）「
至
難
の
業
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
至
難
の
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

24

）

1　

猫
と
い
う
動
物
の
こ
と
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と

2　

猫
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
に
「
猫
」
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と

3　
「
猫
」
の
意
味
を
既
知
の
語
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と

4　

猫
の
意
味
を
哲
学
的
に
と
ら
え
て
記
述
す
る
こ
と

5　

猫
と
猫
以
外
の
も
の
を
厳
密
に
区
別
し
て
説
明
す
る
こ
と

問
11　

傍
線
部
（
８
）「
固
体
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
関
連
の
深
い
語
は
ど
れ
で
す
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

25

）

1　

気
体

2　

敬
体

3　

球
体

4　

総
体

5　

立
体
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問
12　

本
文
全
体
を
読
ん
で
、
本
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

26

）

1　
「
新
た
な
意
味
の
産
出
可
能
性
の
問
題
」
に
対
す
る
答
え
は
、
有
限
の
語
彙
と
文
法
か
ら
文
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
説
明
で
き
る
。

2　

私
達
が
普
段
話
し
て
い
る
言
葉
の
中
に
は
、
特
に
新
奇
性
は
な
く
と
も
、
初
め
て
話
す
文
や
聞
く
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

3　

文
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
当
然
単
語
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
一
般
的
に
は
自

然
な
考
え
だ
と
言
え
る
。

4　

富
士
山
の
よ
う
な
固
有
名
は
、「
静
岡
県
と
山
梨
県
に
ま
た
が
る
日
本
一
高
い
山
の
こ
と
だ
」
の
よ
う
な
形
で
意
味
を
説
明
す
る
と
分
か
り

や
す
い
。

5　
「
猫
」
の
よ
う
な
一
般
名
に
つ
い
て
、
固
有
名
で
あ
る
「
富
士
山
」
と
同
様
に
あ
る
一
つ
の
対
象
の
名
前
で
あ
る
と
考
え
、
実
物
を
指
し
示

し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
袋
小
路
に
入
り
込
む
。
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第
2
問
乙　
（
文
学
部
日
本
語
日
本
文
化
学
科
志
望
者
用
）

次
の
文
章
は
、
零
落
し
た
宮
家
の
姫
君
・
末
摘
花
の
様
子
を
描
い
た
場
面
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
９
）
に
答
え
な
さ
い
。

　

わ
ざ
と
好
ま
し
か
ら
ね
ど
、
お
の
づ
か
ら
、
ま
た
急
ぐ
こ
と
な
き
ほ
ど
は
、
同
じ
心
な
る
文ふ

み

通
は
し
な
ど
う
ち
し
て
こ
そ
、
若
き
人
は
木き

草く
さ

に
つ
け

て
も
心
を
慰
め
た
ま
ふ
べ
け
れ
ど
、
親
の
も
て
か
し
づ
き
た
ま
ひ
し
御
心
お
き
て
の
ま
ま
に
、
世
の
中
を
つ
つ
ま
し
き
も
の
に
思
し
て
、
ま
れ
に
も
言

通
ひ
た
ま
ふ
べ
き
御
あ
た
り
を
も
さ
ら
に
馴
れ
た
ま
は
ず
。
古ふ

り
に
た
る
御
厨
子
あ
け
て
、
唐か

ら

守も
り

、
藐は

姑こ

射や

の
刀と

自じ

、
か
ぐ
や
姫
の
物
語
の
絵
に
描か

き

た
る
を
ぞ
時
々
の
ま
さ
ぐ
り
も
の
に
し
た
ま
ふ
。

　

古ふ
る

歌う
た

と
て
も
、
を
か
し
き
や
う
に
選え

り
出
で
、
題
を
も
、
よ
み
人
を
も
あ
ら
は
し
心
得
た
る
こ
そ
見
ど
こ
ろ
も
あ
り
け
れ
、
う
る
は
し
き
紙
屋
紙
、

陸
奥
国
紙
な
ど
の
ふ
く
だ
め
る
に
、
古ふ

る

言こ
と

ど
も
の
目
馴
れ
た
る
な
ど
は
い
と
す
さ
ま
じ
げ
な
る
を
、
せ
め
て
な
が
め
た
ま
ふ
を
り
を
り
は
、
引
き
ひ
ろ

げ
た
ま
ふ
。
今
の
世
の
人
の
す
め
る
経
う
ち
誦よ

み
、
行
ひ
な
ど
い
ふ
こ
と
は
い
と
恥
づ
か
し
く
し
た
ま
ひ
て
、
見
た
て
ま
つ
る
人
も
な
け
れ
ど
、
数ず

珠ず

な
ど
取
り
寄
せ
た
ま
は
ず
。
か
や
う
に
う
る
は
し
く
ぞ
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。

　

侍
従
な
ど
い
ひ
し
御
乳め

の
と母
子ご

の
み
こ
そ
、
年
ご
ろ
あ
く
が
れ
は
て
ぬ
者
に
て
さ
ぶ
ら
ひ
つ
れ
ど
、
通
ひ
参
り
し
斎さ

い

院ゐ
ん

亡う

せ
た
ま
ひ
な
ど
し
て
、
い
と

た
へ
が
た
く
心
細
き
に
、
こ
の
姫
君
の
母
北
の
方
の
は
ら
か
ら
、
世
に
お
ち
ぶ
れ
て
受ず

領り
よ
うの
北
の
方
に
な
り
た
ま
へ
る
あ
り
け
り
、
む
す
め
ど
も
か
し

づ
き
て
、
よ
ろ
し
き
若
人
ど
も
も
、
む
げ
に
知
ら
ぬ
所
よ
り
は
、
親
ど
も
も
参ま

う

で
通
ひ
し
を
と
思
ひ
て
、
時
々
行
き
通
ふ
。
こ
の
姫
君
は
、
か
く
人
疎う

と

き
御
癖
な
れ
ば
、
睦む

つ

ま
し
く
も
言
ひ
通
ひ
た
ま
は
ず
。「
お
の
れ
を
ば
お
と
し
め
た
ま
ひ
て
、
面お

も
てぶ

せ
に
思
し
た
り
し
か
ば
、
姫
君
の
御
あ
り
さ
ま
の

心
苦
し
げ
な
る
も
、
え
と
ぶ
ら
ひ
き
こ
え
ず
」
な
ど
、
な
ま
憎
げ
な
る
言
葉
ど
も
言
ひ
聞
か
せ
つ
つ
、
時
々
聞
こ
え
け
り
。

　

も
と
よ
り
あ
り
つ
き
た
る
さ
や
う
の
並
々
の
人
は
、
な
か
な
か
よ
き
人
の
ま
ね
に
心
を
つ
く
ろ
ひ
思
ひ
あ
が
る
も
多
か
る
を
、
や
む
ご
と
な
き
筋
な

が
ら
も
、
か
う
ま
で
落
つ
べ
き
宿す

く

世せ

あ
り
け
れ
ば
に
や
、
心
す
こ
し
な
ほ
な
ほ
し
き
御
叔
母
に
ぞ
あ
り
け
る
。
わ
が
か
く
劣
り
の
さ
ま
に
て
、
侮あ

な
づら
は

ａ

（
１
）

注
１

注
２

注
３

（
２
）

注
４

（
３
）

ア
〰

〰
〰

〰

（
４
）

Ⅰ

注
５

（
５
）

Ⅱ

Ⅲ

注
６

Ⅳ

Ⅴ

イ

〰〰

ｂ
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し
く
思
は
れ
た
り
し
を
、
い
か
で
か
、
か
か
る
世
の
末
に
、
こ
の
君
を
わ
が
む
す
め
ど
も
の
使つ

か

ひ
人び

と

に
な
し
て
し
が
な
、
心
ば
せ
な
ど
の
古
び
た
る
方

こ
そ
あ
れ
、
い
と
う
し
ろ
や
す
き
後

う
し
ろ

見み

な
ら
む
、
と
思
ひ
て
、「
時
々
こ
こ
に
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
。
御
琴こ

と

の
音
も
う
け
た
ま
は
ら
ま
ほ
し
が
る
人
な
む

は
べ
る
」
と
聞
こ
え
け
り
。
こ
の
侍
従
も
常
に
言
ひ
も
よ
ほ
せ
ど
、
人
に
い
ど
む
心
に
は
あ
ら
で
、
た
だ
こ
ち
た
き
御
も
の
づ
つ
み
な
れ
ば
さ
も
睦
び

た
ま
は
ぬ
を
、
ね
た
し
と
な
む
思
け
る
。

�

（『
源
氏
物
語
』
蓬
生
巻
に
よ
る
）

注
１　

唐
守
、
藐
姑
射
の
刀
自　

そ
れ
ぞ
れ
物
語
の
作
品
名
。

注
２　

ふ
く
だ
め
る　
「
ふ
く
だ
む
」
は
、
け
ば
だ
っ
て
ぼ
さ
ぼ
さ
に
な
っ
て
い
る
、
の
意
。

注
３　

古
言　

こ
こ
で
は
、
古
歌
の
意
。

注
４　

行
ひ　

仏
道
の
修
行
。
仏
前
の
勤
行
。

注
５　

斎
院　

賀
茂
神
社
に
奉
仕
す
る
未
婚
の
皇
女
、
あ
る
い
は
女
王
。

注
６　

お
の
れ
を
ば　

姫
君
の
母
が
自
分
（
叔
母
）
を
。

注
７　

使
ひ
人　

使
用
人
。
召
使
い
。

注
８　

御
琴
の
音　
「
琴こ

と

」
は
、
琴き
ん

（
七
弦
の
琴
）・
箏そ
う

（
十
三
弦
の
琴
）・
琵
琶
な
ど
弦
楽
器
の
総
称
。

注
９　

も
の
づ
つ
み　

遠
慮
深
い
こ
と
。

注
７

ウ

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

注
８

注
９
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問
１　

二
重
傍
線
部
ａ
「
つ
つ
ま
し
き
」、
ｂ
「
な
ほ
な
ほ
し
き
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は
ａ

13

、
ｂ

14

）

ａ
「
つ
つ
ま
し
き
」

　
　

1　

危
な
い　
　

2　

気
が
引
け
る　
　

3　

卑
し
い　
　

4　

不
愉
快
な　
　

5　

残
念
な

ｂ
「
な
ほ
な
ほ
し
き
」

　
　

1　

柔
和
な　
　

2　

控
え
め
な　
　

3　

堅
苦
し
い　
　

4　

平
凡
な　
　

5　

煩
わ
し
い

問
２　

傍
線
部
（
１
）「
さ
ら
に
馴
れ
た
ま
は
ず
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（
解
答
番
号
は

15

）

1　

そ
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
ら
な
い

2　

い
っ
こ
う
に
お
な
じ
み
に
な
ら
な
い

3　

か
え
っ
て
違
和
感
を
お
持
ち
に
な
る

4　

ま
す
ま
す
お
そ
ろ
し
く
お
思
い
に
な
る

5　

取
り
立
て
て
関
心
を
お
持
ち
に
な
ら
な
い
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問
３　

傍
線
部
（
２
）「
せ
め
て
な
が
め
た
ま
ふ
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（
解
答
番
号
は

16

）

1　

自
責
の
念
に
か
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

2　

無
為
に
時
間
を
お
過
ご
し
に
な
る

3　

自
然
と
目
に
つ
い
て
し
ま
わ
れ
る

4　

ひ
ど
く
物
思
い
に
沈
ま
れ
る

5　

丹
念
に
御
覧
に
な
ら
れ
る

問
４　

傍
線
部
（
３
）「
か
や
う
に
」
が
指
し
示
す
姫
君
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

17

）

1　

特
別
な
関
係
の
恋
人
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、「
急
ぐ
こ
と
」
が
な
い
折
に
は
、
気
の
合
う
若
い
友
人
と
文
通
し
て
心
を
慰
め
て
い
た
。

2　

亡
く
な
っ
た
両
親
が
遺
し
て
く
れ
た
財
産
の
お
か
げ
で
、
由
緒
あ
る
宮
家
の
姫
君
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
生
活
を
続
け
て
い
た
。

3　
『
唐
守
』、『
藐
姑
射
の
刀
自
』、『
か
ぐ
や
姫
の
物
語
』
と
い
っ
た
作
品
の
物
語
絵
を
眺
め
る
こ
と
が
、
時
折
の
心
の
慰
め
で
あ
っ
た
。

4　

趣
向
を
凝
ら
し
て
選
び
出
し
た
古
歌
を
、「
う
る
は
し
き
紙
屋
紙
、
陸
奥
国
紙
な
ど
」
に
書
き
写
す
こ
と
が
ひ
そ
か
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

5　
「
今
の
世
の
人
」
の
よ
う
な
読
経
や
勤
行
は
表
立
っ
て
は
し
な
い
け
れ
ど
、
こ
っ
そ
り
数
珠
を
取
り
寄
せ
て
仏
に
祈
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
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問
５　

波
線
部
ア
「
の
み
」、
イ
「
や
」、
ウ
「
て
し
が
な
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
選
び
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
番
号
を
二
度
選
ん
で
も
よ
い
。（
解
答
番
号
は
ア

18

、
イ

19

、
ウ

20

）

1　

終
助
詞　
　

2　

副
助
詞　
　

3　

係
助
詞　
　

4　

間
投
助
詞　
　

5　

接
続
助
詞

問
６　

傍
線
部
（
４
）「
年
ご
ろ
あ
く
が
れ
は
て
ぬ
者
」
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

21

）

1　

乳
母
子
の
侍
従
は
、
姫
君
が
零
落
し
た
後
も
長
年
見
捨
て
る
こ
と
な
く
仕
え
て
い
た
。

2　

乳
母
子
の
侍
従
は
、
今
の
よ
う
に
零
落
す
る
前
は
、
姫
君
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
。

3　

乳
母
子
の
侍
従
は
、
姫
君
と
年
が
離
れ
て
お
ら
ず
付
き
合
い
や
す
い
相
手
で
あ
っ
た
。

4　

亡
く
な
っ
た
斎
院
は
、
姫
君
に
と
っ
て
数
年
来
の
付
き
合
い
が
あ
る
存
在
だ
っ
た
。

5　

亡
く
な
っ
た
斎
院
は
、
か
つ
て
侍
従
と
姫
君
の
縁
を
取
り
持
っ
た
人
で
あ
っ
た
。

問
７　

破
線
部
Ⅰ
「
通
ひ
参
り
」、
Ⅱ
「
行
き
通
ふ
」、
Ⅲ
「
言
い
通
ひ
」、
Ⅳ
「
と
ぶ
ら
ひ
」、
Ⅴ
「
聞
こ
え
」
の
う
ち
、
主
語
が
同
じ
も
の
の
組
み
合

わ
せ
を
、
次
の
1
～
6
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

22

）

1　

Ⅰ
―
Ⅲ　
　

2　

Ⅰ
―
Ⅳ　
　

3　

Ⅱ
―
Ⅲ　
　

4　

Ⅱ
―
Ⅴ　
　

5　

Ⅲ
―
Ⅳ　
　

6　

Ⅳ
―
Ⅴ
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問
８　

傍
線
部
（
５
）「
姫
君
の
母
北
の
方
の
は
ら
か
ら
」
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

23

）

1　

落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
自
分
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
姫
君
が
世
間
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
悩
ん
で
い
る
。

2　

自
分
の
娘
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
身
分
違
い
を
理
由
に
見
下
し
た
態
度
で
接
す
る
姫
君
の
こ
と
を
腹
立
た
し
く
感
じ
て
い
る
。

3　

内
気
な
姫
君
の
こ
と
を
気
遣
い
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
相
手
よ
り
は
良
い
だ
ろ
う
、
と
自
分
の
娘
と
と
も
に
た
び
た
び
訪
問
し
て
い
る
。

4　

零
落
し
た
姫
君
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
心
配
し
つ
つ
も
、
受
領
の
妻
と
な
っ
た
貧
し
い
自
分
で
は
助
け
に
な
れ
な
い
、
と
心
を
痛
め
て
い
る
。

5　

受
領
と
結
婚
し
た
自
分
の
こ
と
を
姫
君
の
母
が
蔑
ん
で
い
た
た
め
、
姫
君
の
と
こ
ろ
に
顔
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
語
っ
て
い
る
。

問
９　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
1
～
5
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。（
解
答
番
号
は

24

）

1　

姫
君
は
、
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
で
は
あ
る
が
、
物
語
や
和
歌
、
音
楽
な
ど
に
精
通
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人
に
慕
わ
れ
て
い
た
。

2　

姫
君
は
、
人
付
き
合
い
が
苦
手
で
誤
解
さ
れ
や
す
い
性
格
の
た
め
、
親
族
の
斎
院
や
叔
母
、
そ
の
娘
な
ど
に
何
か
と
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
た
。

3　

侍
従
、
姫
君
、
叔
母
の
娘
は
、
仲
の
良
い
幼
な
じ
み
同
士
だ
っ
た
が
、
姫
君
を
嫌
う
叔
母
に
よ
っ
て
付
き
合
い
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。

4　

叔
母
は
、
身
分
は
高
い
が
落
ち
ぶ
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
姫
君
を
、
自
分
の
娘
の
世
話
役
と
し
て
使
っ
て
や
ろ
う
と
画
策
し
て
い
た
。

5　

侍
従
は
、
姫
君
を
誘
う
叔
母
の
言
葉
は
信
用
な
ら
な
い
と
考
え
、
決
し
て
誘
い
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
と
い
つ
も
注
意
を
促
し
て
い
た
。






